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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　１つまたは複数のパラメータに基づいて、前記ＵＥがマルチキャストブロードキャスト
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアのサブ領域内に位置するかどうかを決定す
ることと、
　前記決定に基づいて、前記ＵＥが前記ＭＢＳＦＮエリアの前記サブ領域内に位置すると
きはブロードキャストを介して、および前記ＵＥが前記ＭＢＳＦＭエリア内に位置するも
のの前記サブ領域内には位置していないときはユニキャストを介して、サービスを受信す
ること、ここにおいて、前記ＭＢＳＦＮエリアはユニキャストエリアよりも小さい、と
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ＵＥは、ブロードキャストを介して前記サービスを受信し、前記方法は、
　前記１つまたは複数のパラメータに基づいて、ブロードキャストを介した前記サービス
の受信からユニキャストを介した前記サービスの受信に切り替えることをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　基地局から、前記１つまたは複数のパラメータに関連付けられた１つまたは複数の閾値
を受信することと、
　前記１つまたは複数の閾値および前記１つまたは複数のパラメータに基づいて、ブロー
ドキャストを介した前記サービスの受信とユニキャストを介した前記サービスの受信との
間で切り替えることと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＵＥは、ブロードキャストを介して前記サービスを受信し、前記方法は、
　基地局からハンドオーバコマンドを受信すること、ここにおいて、前記ハンドオーバコ
マンドは、前記１つまたは複数のパラメータに基づいて前記基地局によって生成される、
と、
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　前記ハンドオーバコマンドに基づいて、ブロードキャストを介した前記サービスの受信
から、ユニキャストを介した前記サービスの受信に切り替えることと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＵＥは、ユニキャストを介して前記サービスを受信し、前記方法は、
　前記ＭＢＳＦＮエリアからの信号品質を測定することと、
　前記測定された信号品質に基づいて、ユニキャストを介した前記サービスの受信から、
ブロードキャストを介した前記サービスの受信に切り替えることと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＵＥは、ユニキャストを介して前記サービスを受信し、前記方法は、
　前記ＵＥのユニキャスト測定、ＭＢＳＦＮ測定、またはそれらの組合せを実施すること
と、
　前記ＵＥの前記ユニキャスト測定、前記ＭＢＳＦＮ測定、またはそれらの組合せを、基
地局に送信することと、
　ユニキャストを介した前記サービスの受信から、ブロードキャストベースの前記送信を
介した前記サービスの受信に切り替えるためのコマンドを前記基地局から受信することと
、
　前記コマンドに基づいて、ユニキャストを介した前記サービスの受信から、ブロードキ
ャストを介した前記サービスの受信に切り替えることと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　基地局から、マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）上でまたはマルチキャストチャ
ネルスケジューリング情報（ＭＳＩ）中で再送信インジケータを受信することと、
　前記再送信インジケータを受信すると、前記基地局から、前記再送信インジケータに対
応する信号のブロードキャスト再送信を受信することと、
　前記信号を復号するために、前記信号の前記ブロードキャスト再送信と、前記ＵＥによ
って前に受信された前記信号の初回送信とを合成することと
　を備える方法。
【請求項８】
　前記ブロードキャスト再送信は、前記信号の前記初回送信と同じマルチキャストチャネ
ルスケジューリング期間（ＭＳＰ）または前記信号の前記初回送信とは異なるＭＳＰ中に
実施される、
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記基地局から、共通否定応答（ＮＡＣＫ）リソースに関連付けられた情報を受信する
ことと、
　前記ＵＥが前記信号を復号するのに失敗したとき、前記共通ＮＡＣＫリソースにより前
記基地局にＮＡＣＫを送信すること、ここにおいて、前記共通ＮＡＣＫリソースは、前記
ＵＥを含む、ＵＥのグループによって共有される、と
　をさらに備え、
　前記ＵＥは、前記送信されたＮＡＣＫのエネルギーメトリックに基づいて前記信号を再
送信するという、マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）による決定に基づいて、前
記信号の前記ブロードキャスト再送信を前記基地局から受信する、
　請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＮＡＣＫリソースに関連付けられた前記情報は、システム情報ブロック１３（ＳＩ
Ｂ１３）、マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）、専用シグナリング、またはそれら
の組合せにより、前記ＵＥにおいて受信される、
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　請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記信号の前記ブロードキャスト再送信は、次のＭＳＰの１つまたは複数のパケット中
で受信される、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＵＥは、前記信号の初回送信と前記ブロードキャスト再送信とを区別するために、
前記ブロードキャスト再送信の前に、前記再送信インジケータをマルチキャストチャネル
スケジューリング情報（ＭＳＩ）中で受信する、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　共通ＮＡＣＫリソースに関連付けられた情報と、グループ無線ネットワーク一時識別子
（Ｇ－ＲＮＴＩ）とを前記基地局から受信することと、
　前記ＵＥが前記信号を復号するのに失敗したとき、前記共通ＮＡＣＫリソースにより前
記ＵＥからＮＡＣＫを送信すること、ここにおいて、前記共通ＮＡＣＫリソースは、前記
ＵＥを含む、ＵＥのグループによって共有される、と
　をさらに備え、
　前記ＵＥは、前記Ｇ－ＲＮＴＩについてのスケジューリングおよび前記再送信インジケ
ータに基づいて、前記信号の前記ブロードキャスト再送信を受信する、
　請求項７に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　１つまたは複数のパラメータに基づいて、前記ＵＥがマルチキャストブロードキャスト
単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアのサブ領域内に位置するかどうかを決定す
るための手段と、
　前記決定に基づいて、前記ＵＥが前記ＭＢＳＦＮエリアの前記サブ領域内に位置すると
きはブロードキャストを介して、および前記ＵＥが前記ＭＢＳＦＮエリア内に位置するも
のの前記サブ領域内には位置していないときはユニキャストを介して、サービスを受信す
るための手段、ここにおいて、前記ＭＢＳＦＮエリアはユニキャストエリアよりも小さい
、と
　を備える、ＵＥ。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　基地局から、マルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）上でまたはマルチキャストチャ
ネルスケジューリング情報（ＭＳＩ）中で再送信インジケータを受信するための手段と、
　前記再送信インジケータを受信すると、前記基地局から、前記再送信インジケータに対
応する信号のブロードキャスト再送信を受信するための手段と、
　前記信号を復号するために、前記信号の前記ブロードキャスト再送信と、前記ＵＥによ
って前に受信された前記信号の初回送信とを合成するための手段と
　を備える、ＵＥ。
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